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若
桜
町
は
、
平
成
６
年
に
鳥
取

県
と
大
韓
民
国
江
原
道
が
友
好
提

カ
ン
ウ
ォ
ン
ド
ウ

携
を
締
結
し
た
の
を
期
に
、
環
日

本
海
交
流
を
進
め
る
考
え
か
ら
、

友
好
交
流
の
相
手
先
を
鳥
取
県
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
平
昌
郡
に
は

竜
平
ス
キ
ー
場
、
若
桜
町
に
は
氷

ヨ
ン
ピ
ョ
ン

ノ
山
ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
ス
キ
ー

場
と
い
う
双
方
共
通
し
た
地
域
資

源
を
活
か
し
た
交
流
が
で
き
る
の

で
は
と
平
井
鳥
取
県
知
事
か
ら
紹

介
が
あ
り
、
以
後
、
鳥
取
県
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
交
流
に
向
け
た

準
備
を
し
て
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
平
成

年
22

月
８
日
、
若
桜
町
役
場
で
、
若

11桜
町
と
平
昌
郡
の
友
好
交
流
協
定

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
は
、
友
好
関
係
に
基
づ
く

人
的
交
流
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
角
的
な
交
流
を
行
う
と
と

も
に
経
済
協
力
を
通
じ
て
成
長
繁

栄
に
寄
与
し
、
活
発
な
国
際
交
流

協
力
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

小
林
若
桜
町
長
は
、「
友
好
交
流

協
定
は
到
達
点
で
は
な
く
、
様
々

な
分
野
に
お
け
る
交
流
の
出
発
点

で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

両
町
・
郡
の
相
互
理
解
と
友
好
親

善
を
図
り
な
が
ら
、
経
済
、
文
化
、

芸
術
な
ど
の
交
流
を
一
層
推
進

し
、
両
国
の
平
和
と
発
展
に
繋
が

る
こ
と
を
望
む
。」、
李
錫
來
平
昌

イ
ソ
ン
レ

郡
守
は
、「
教
育
、
観
光
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
行
う
と
と
も
に
、

固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
多
方
面
に
お
け
る
交

流
に
お
い
て
、
両
町
・
郡
の
相
互

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
平
昌
郡
訪
問
団
員
】

焔
郡
守

李
錫
來（
イ
・
ソ
ン
レ
）

焔
議
会
副
議
長

張
文
赫（
ジ
ャ
ン
・
ム
ン
ヒ
ョ
ク
）

焔
都
市
課
長

張
根
龍（
ジ
ャ
ン
・
グ
ン
ヨ
ン
）

焔
企
画
監
査
室
係
長崔

永
勳（
チ
ュ
エ
・
ヨ
ン
フ
ン
）

焔
守
随
行
秘
書

金
光
星（
キ
ム
・
グ
ァ
ン
ソ
ン
）

焔
議
事
担
当
・
議
長
随
行
秘
書

崔
淳
哲（
チ
ェ
・
ス
ン
チ
ョ
ル
）

焔
企
画
監
査
室

李
忠
武（
イ
・
チ
ュ
ン
ム
）
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友
好
交
流
協
定
調
印
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

友好交流協定書に調印し、笑顔で握手を交わす
（左から）李郡守・小林町長

記念写真

中之島公園に記念植樹をする小林町長ら
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除
雪
期
間

原
則
と
し
て
、

月
１
日
か
ら
来

12

年
３
月

日
ま
で

31

除
雪
作
業
出
動
基
準

●
路
上
に
新
雪
が

セ
ン
チ
以
上
あ

15

る
と
き

●
連
続
降
雪
が

セ
ン
チ
以
上
に
な

10

る
と
予
想
さ
れ
る
と
き

除
雪
時
間
は
原
則
と
し
て
、
午
前

５
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
降
雪
の
状
況
に
よ
り
午

前
３
時
か
ら
出
動
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

町
有
除
雪
機
械
・

委
託
業
者
・
委
託
路
線

除
雪
ド
ー
ザ
ー

５
台

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

１
台

煙
高
野
～
三
倉
、
若
桜
宿
内
、
浅
井
の

一
部㈲

川
上
組

ド
ー
ザ
ー

１
台

煙

米
、
茗
荷
谷

中
一
建
設
㈱

ド
ー
ザ
ー

１
台

ロ
ー
タ
リ
ー
１
台

煙
西
町
（

組
）
～
諸
鹿
、
屋
堂
羅
、

11

香
田
～
渕
見
、
大
炊
～
須
澄

中
一
建
設
㈱

ド
ー
ザ
ー

２
台

煙
中
原
～
落
折
、
吉
川

㈲
宮
本
組

ド
ー
ザ
ー

１
台

人
力
除
雪

除
雪
対
象
外
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
関
係
集
落
の
人
力
や
小
型
除
雪

機
に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙
煙
お

願

い
煙
煙

煙
道
路
上
に
車
や
物
を
置
か
な
い
で

道
路
上
に
車
や
不
法
占
用
物
件
が

あ
る
た
め
、
交
通
の
支
障
と
な
り
、

除
雪
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
不
十
分

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今今
年
度
の
町
道
除
雪
計

今
年
度
の
町
道
除
雪
計
画画

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
すす

煙
機
械
除
雪
後
の
処
置
に
ご
協
力
を

機
械
除
雪
の
た
め
、
住
宅
の
入
口

や
集
落
道
な
ど
の
取
り
合
い
部
分
に

雪
が
堆
積
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
は
、
労
力
的

に
も
能
率
的
に
も
難
し
い
た
め
、
除

雪
車
が
通
過
し
た
後
、
関
係
者
の
方

が
人
力
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙
散
水
施
設
（
消
雪
パ
イ
プ
）
の
運

転
管
理
に
ご
理
解
を

町
道
の
散
水
施
設
は
、
河
川
や
用

水
路
の
水
を
利
用
し
て
道
路
に
水
を

流
し
て
い
ま
す
。

河
川
や
用
水
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら

れ
ま
す
と
、
散
水
施
設
の
ポ
ン
プ
が

詰
ま
っ
て
作
動
し
な
い
原
因
に
な
っ

た
り
、
水
路
を
せ
き
止
め
て
し
ま
い

取
水
口
付
近
で
水
が
溢
れ
た
り
す
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に

雪
を
流
す
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
に

散
水
施
設
か
ら
水
が
出
な
い
原
因
に

も
な
り
ま
す
。河
川
や
用
水
路
に
は
、

雪
や
ゴ
ミ
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

町
土
整
備
課

緯
０
８
５
８
（

）
２
２
３
６

82

自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
応
援
す
る
た

め
、若
桜
町
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
場
合
、個
人
住
民
税
、

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
平
成

年
20

度
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
、平
成

年
20

度
に
は
、
２
、
２
３
５
千
円
、
平
成

年
度
に
は
２
、
０
８

21

０
千
円
、
平
成

年
度
（

月

日
時
点
）
は
、
７
０
０
千

22

11

12

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
及
び
町
の
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、１
０
千
円
以
上
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
と
し
て
地
元
特
産
品
な
ど
（
特

産
品
な
ど
の
中
か
ら
１
つ
を
選
択
）を
今
年
度
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

納
税
し
て
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、自
然
環
境
の
保
全
及

び
活
用
、
街
並
み
の
美
化
、
景
観
の
形
成
な
ど
、
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
持
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
の
詳
細
は
近
々
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課

緯
０
８
５
８
（

）
２
２
３
１

82

http://w
w
w
.tow
n.w
akasa.tottori.jp/
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ふ
る
さ
と
若
桜
町
ををををををををををををををををを

応応応応応応応応応応応応応応応応
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応
援
し
て
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいい
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光ケーブル引込み・宅内工事開始予定日行政区名

平成22年12月１日ごろ～平成22年12月20日ごろまで岩屋堂・栃原・落折

平成22年12月１日ごろ～平成23年１月15日ごろまで大炊・岸野

平成22年12月１日ごろ～平成23年２月７日ごろまで須澄・中原・加地

平成22年12月１日ごろ～平成23年２月15日ごろまで
上町・下町・新町・中町

西町・農人町・山田町

平成22年12月１日ごろ～平成23年２月27日ごろまで浅井・若葉団地・ 米・茗荷谷

平成22年12月８日ごろ～平成23年１月10日ごろまで広留野・来見野・諸鹿

平成22年12月20日ごろ～平成23年１月14日ごろまで高野・上高野・三倉

平成22年12月20日ごろ～平成23年１月19日ごろまで寺所・内町・馬場・赤松・あかまつ団地

平成22年12月20日ごろ～平成23年１月26日ごろまで小船・久曽木・吉川・大野

平成23年１月14日ごろ～平成23年１月25日ごろまで屋堂羅・口屋堂羅

平成23年１月16日ごろ～平成23年２月10日ごろまで糸白見・根安

平成23年１月28日ごろ～平成23年２月12日ごろまで渕見・湯原・長砂・香田

★工事の進捗などにより日程については前後する場合があります。

★外壁に光ケーブルを接続する成端箱、家の中におくホームゲートウェイ、IP告知端末機については設置場所を決めておいてください。

★工事日については、事前に各ご家庭に電話連絡をし、日程調整させていただきます。

なお日中にご自宅・連絡先に連絡のつかない・つきにくい方は下記連絡先にご一報ください。

《ソルコム若桜町宅内工事予約受付センター緯0857（32）9140（受付時間９：00～19：00）》

光ケーブル引込み工事・宅内工事予定表
●工事は㈱ソルコムまたは協力会社が行います。

●工事に伺う各作業員は若桜町の工事事業者である身分証を携行しています。

《宅内工事の内容》

①外壁に光ケーブルを接続する箱を取り付けます。

②家の中に光ケーブルを引込みます。

③IP告知端末機、ホームゲートウェイは現在ご利用中の電話機そばに設置する予定です。

《注意事項》

●IP告知端末機、ホームゲートウェイにはＡＣ100Ｖコンセントが必要です。

●ホームゲートウェイと電話機を離れた場所へ設置する場合は、別途配線工事が発生し、有料となります。その

場合は別の日に工事を行うことになるのでご了承ください。

平平成22年12平成22年12月月５

＊ごみ収集…ごみ収集日程表のとおり ＊し尿汲み取り…年内汲み取りは30日（申込期限11月26日）、年始は５日から汲み取り開始

＊氷ノ山高原の宿氷太くん…平常通り（レストランは要予約）

主な施設の年末・年始の休館日などのご案内
道の駅若桜

「桜ん坊」

緯(76)5760

町民体育館

ふれあい広場

緯(82)0156

たくみの館

緯(82)0583

ふれあいの湯

（入館は営業終了

30分前まで）

緯(82)1177

生涯学習情報館

緯(82)6860

温水プール

緯(82)2306

若桜町公民館

緯(82)1584

中原分館

緯(83)0540

役 場

緯(82)2211
曜
日日月

9:00～18:009:00～22:009:00～17:0010:00～20:0010:00～18:0012:00～20:008:30～17:158:30～17:15金24

12

9:00～18:009:00～22:009:00～17:0010:00～20:0010:00～18:0010:30～18:308:30～17:15休 み土25

9:00～18:009:00～22:009:00～17:0010:00～20:0010:00～18:0010:30～18:308:30～17:15休 み日26

9:00～18:00休 み休 み10:00～20:00休 み12:00～20:008:30～17:158:30～17:15月27

9:00～18:009:00～22:009:00～17:0010:00～20:0010:00～18:00休 み
8:30～17:15
（分館は休館）

8:30～17:15火28

9:00～18:009:00～22:009:00～17:0010:00～20:0010:00～18:0010:30～18:30８:30～17:158:30～17:15水29

9:00～18:00休み休 み10:00～20:00休 み休 み休 み休 み木30

休み休 み金31

休み休 み土1

1

9:00～17:0010:00～19:00日2

9:00～17:0010:00～19:00月3

9:00～17:00休み休 み10:00～19:00休 み休 み休 み休 み火4

9:00～17:009:00～22:009:00～17:0010:00～19:0010:00～18:0010:30～18:308:30～17:158:30～17:15水5

9:00～17:009:00～22:009:00～17:0010:00～19:0010:00～18:0010:30～18:308:30～17:158:30～17:15木6

▲

▼

▲

▼

▲

▼

▲

▼

▲

▼

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら

月

日
ま
で
に
納
付
し
た

12

31

保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

平
成

年
１
月
１
日
か
ら
９
月

22

30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

月
１１

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

月
1
日
か
ら

月

10

12

31

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。「

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
ハ
ガ

キ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
成

年
３
月

日
ま
で
）

23

15

緯
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

＊
通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電

話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、

携
帯
電
話
の
場
合
は
全
額
お
客
様

負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
の
か
た
は
、
緯

（
６
７
０
０
）
１
１
３
０
に
お

03電
話
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
番
号

の
通
話
料
金
は
、
全
額
お
客
様
負

担
と
な
り
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「
社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会
保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料
（（（（（（（（（（（（（（
国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金
保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）））））））））））））））

控控控控控控控控控控控控控控
除除除除除除除除除除除除除除
証証証証証証証証証証証証証証
明明明明明明明明明明明明明明
書書書書書書書書書書書書書書
」」」」」」」」」」」」」」
がががががががががががががが
発発発発発発発発発発発発発発
行行行行行行行行行行行行行行
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままま

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

▲

▼
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【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日 ８：30～17：00〕

【12月の法律相談】

●と き＝12月14日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センター
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

～～～～～～～～～～～～～～
身身身身身身身身身身身身身身
近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななな
悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
商商商商商商商商商商商商商商
法法法法法法法法法法法法法法

～
身
近
な
悪
徳
商
法
～～～～～～～～～～～～～～～

入
っ
た
相
手
と
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

お
見
合
い
で
き
る
。」
と
強
く
勧
め
る

も
の
で
す
か
ら

万
円
払
っ
て
入
会

40

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
会
し
た
当
初

の
会
員
名
簿
か
ら
お
見
合
い
相
手
に

と
選
ん
だ
相
手
と
は
お
見
合
い
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
新
規
会
員
の
入
会
を
待
つ

こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
半
年
経
っ
て
も

新
規
会
員
は
ほ
と
ん
ど
増
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、

こ
こ
数
年
新
入
会
員
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
、
解
約

あ
る
日
、
知
人
の
勧
誘
で
結
婚
紹
介

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
い
う
業
者
の
会

員
に
な
り
ま
し
た
。
契
約
期
間
は
１
年

で
、
他
の
会
員
の
情
報
を
検
索
し
気
に

入
っ
た
会
員
を
相
手
に
選
び
、
相
手
が

お
見
合
い
に
同
意
す
れ
ば
、
業
者
が
お

見
合
い
を
設
定
す
る
と
い
う
内
容
で

し
た
。

私
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
気
が
進
ま
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
業
者
が
「
気
に

介
」
で
あ
る
と
し
て
、
役
務
提
供
の
期
間

が
２
ヶ
月
を
超
え
、
金
額
が
５
万
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
特
定
継
続
的
役
務
提
供

に
該
当
し
特
定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
る

結
果
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
解
約
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

本
件
の
場
合
、
ま
ず
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
に
よ
る
契
約
解
除
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
告
知
な
ど

の
法
定
記
載
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
受

領
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
間
は
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
契
約
解
除
が
可
能
で

す
。次

に
、
販
売
業
者
は
、
お
見
合
い
し
た

い
相
手
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
、
見
つ

か
っ
た
場
合
で
も
相
手
が
同
意
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
不
確
実
な
事
実
に
つ
い
て
、

「
気
に
入
っ
た
相
手
と
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
お
見
合
い
で
き
る
」
な
ど
と
真
実
で
な

い
こ
と
を
告
げ
て
購
入
を
勧
め
て
お
り
、

「
不
実
告
知
」（
特
定
商
取
引
法
９
条
の

２
）
に
あ
た
る
と
し
て
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
入
会
者
が
こ

こ
数
年
ほ
と
ん
ど
い
な
い
事
実
は
、
気
に

入
っ
た
お
見
合
い
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
消
費
者
の
判
断
に
影

響
を
及
ぼ
す
重
要
事
項
で
す
の
で
、
業
者

が
故
意
に
こ
の
事
実
を
告
げ
ず
に
勧
誘
し

た
場
合
、「
故
意
の
事
実
不
告
知
」（
特
定

商
取
引
法
９
条
の
２
）
に
あ
た
り
、
や
は

り
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
販
売
業
者
か
ら
支

払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
で

す
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
と
り
え
な
い

場
合
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
途
中
で
解
約

し
た
場
合
、
業
者
が
取
得
す
る
解
約
料
は

「
提
供
さ
れ
た
役
務
の
対
価
」
と
法
定
解

約
料
を
合
算
し
た
金
額
に
制
限
さ
れ
ま
す

の
で
、
支
払
っ
た
金
額
か
ら
上
記
合
算
額

を
差
し
引
い
た
金
額
に
つ
い
て
返
金
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
ケ
ー

ス
で
は
、
業
者
は
「
入
会
当
初
の
会
員
の

中
か
ら
お
見
合
い
し
た
い
相
手
を
選
択
し

た
時
点
で

パ
ー
セ
ン
ト
消
費
さ
れ
て
お

70

り
、
残
り
の

パ
ー
セ
ン
ト
分
も
半
年
経

30

過
し
て
お
り
、

パ
ー
セ
ン
ト
消
費
さ
れ

15

て
い
る
。

パ
ー
セ
ン
ト
分
し
か
返
金
で

15

き
な
い
。」と
返
事
し
て

パ
ー
セ
ン
ト
分

15

の
返
金
に
し
か
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
入
会
当
初
の
会
員
の
中
か
ら
お
見
合

い
し
た
い
相
手
を
選
択
し
た
時
点
で
70

パ
ー
セ
ン
ト
消
費
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明

自
体
、
消
費
者
が
契
約
期
間
中
は
ほ
ぼ
同

質
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
と
考

え
る
こ
と
に
照
ら
し
て
不
合
理
と
も
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
返
金
を
請
求
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
手
続
き
な
ど
詳
細
は

役
場
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
申
し
出
た
の
で
す
が
、業
者
は
、「
入

会
当
初
の
会
員
の
中
か
ら
お
見
合
い

し
た
い
相
手
を
選
択
し
た
時
点
で
70

パ
ー
セ
ン
ト
消
費
さ
れ
て
お
り
、
残
り

の

パ
ー
セ
ン
ト
分
も
半
年
経
過
し

30
て
お
り
、

パ
ー
セ
ン
ト
消
費
さ
れ
て

15

い
る
。

パ
ー
セ
ン
ト
分
し
か
返
金
で

15

き
な
い
。」
と
返
事
し
て
き
ま
し
た
。

お
見
合
い
で
き
な
か
っ
た
の
に
、
支

払
っ
た
お
金
の

パ
ー
セ
ン
ト
分
し

15

か
返
金
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
返
金
し
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

今
回
の
事
例
は
、
い
わ
ゆ
る
結
婚
相
手

紹
介
サ
ー
ビ
ス
と
よ
ば
れ
「
契
約
時
の
説

明
と
ち
が
い
相
手
が
み
つ
か
ら
な
い
」「
解

約
料
が
高
す
ぎ
る
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

絶
え
ま
せ
ん
。
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス

は
、「
結
婚
を
希
望
す
る
者
へ
の
異
性
の
紹

相
談
事
例

ア
ド
バ
イ
ス

平平成22年12平成22年12月月７

入
所
申
し
込
み
手
続
き

●
受
付
期
間

月
１
日
（
水
）
か
ら

月

12

12

日
（
金
）
ま
で

24尚
、
年
度
途
中
の
入
所
申
し

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

保
育
所
で
は

保
護
者
が
仕
事
、
出
産
や
病

気
、
家
族
の
介
護
な
ど
の
理
由

で
家
庭
に
お
い
て
保
育
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
児
童
を
お
預
か

り
し
、
健
や
か
に
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
の
保

育
の
充
実
を
図
り
、
環
境
づ
く

り
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
学
前
の

幼
児
教
育
の
場
と
し
て
保
育
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

特
別
保
育
と
し
て

延
長
保
育（

時
ま
で
）・
一

19

時
保
育
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

若
桜
町
で
は
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
に
よ
り
昼
間
、
家
庭
に
い
な

い
児
童
を
対
象
に
適
切
な
遊
び
や

生
活
の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民

福
祉
課
で
利
用
申
し
込
み
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
児
童
】

町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
及
び
町
内
保
育
所
、
幼
稚
園
に

在
籍
す
る
年
長
児
で
、
保
護
者
、

祖
父
母
が
仕
事
な
ど
の
事
由
に
よ

り
昼
間
、
家
庭
に
い
な
い
児
童

【
開
設
場
所
】

若
桜
町
公
民
館

【
開
設
日
】

月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
祭
日
を

除
く
）
及
び
長
期
休
暇
期
間
（
春
・

夏
・
冬
休
み
）

【
開
設
時
間
】

月
曜
日
～
金
曜
日

…
…
授
業
終
了
後
～

時

分

18

30

土
曜
日
及
び
長
期
休
暇
期
間

…
…
７
時

分
～

時

分

30

18

30

【
利
用
条
件
】

＊
送
迎
は
保
護
者
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

＊
昼
食
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
お
弁
当
を
準
備
し
て
く
だ
さ

い
。【

利
用
料
】

１
日
あ
た
り
１
５
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

町
民
福
祉
課
緯（

）２
２
３
３
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放放放放放放放放放放放放放放放放
課課課課課課課課課課課課課課課課
後後後後後後後後後後後後後後後後
児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童
クククククククククククククククク
ララララララララララララララララ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブ

入入入入入入入入入入入入入入入入
所所所所所所所所所所所所所所所所
児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童
のののののののののののののののの
募募募募募募募募募募募募募募募募

入
所
児
童
の
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集
概概概概概概概概概概概概概概概概概

～

月

日
（
金
）
ま
で
～

12

24

若
桜
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
療
機
関
は
、
内
科

２
件
、歯
科
２
件
、接
骨
院
１
件
で
あ
り
、い
ず
れ
も

若
桜
宿
内
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
規
模
が
小
さ
い

た
め
緊
急
時
や
産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
そ
の
他

専
門
の
診
療
の
場
合
は
、
主
に
鳥
取
市
の
医
療
機

関
で
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
体
制
に
つ
い

て
は
、
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
若
桜
出

張
所
が
常
時
緊
急
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
及
び
健
康

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
な
ど
、
医
療
需
要
は
ま

す
ま
す
増
大
し
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

第
１
次
予
防
と
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
、
訪
問
指
導
や
健
診
、
健
康
相
談
な
ど
の
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
生
活
習
慣
の
改
善
や
予

防
、
疾
病
の
早
期
発
見
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
医
療
機
関
と
の
協
力
体
制
を
一
層

強
化
し
、
疾
病
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
患
者
輸
送
、
診
療
体
制
の
あ
り
方

な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
う
し
た
対
策
を
講
じ
る
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、「
地
元
に
帰
り
た
い
医
師
が
い

る
」「
地
元
に
知
り
合
い
の
看
護
師
が
い
る
」「
医
療
人

を
目
指
し
て
い
る
学
生
が
い
る
」な
ど
の
情
報
を
お
持

ち
の
家
族
・
知
人
の
方
は
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
緯
（

）
２
２
３
２

82

医
療
の
確
保
と
今
後

医
療
の
確
保
と
今
後
のの

対
策
に
つ
い

対
策
に
つ
い
てて

現
状
と
問
題

現
状
と
問
題
点点

●
受
付
場
所

若
桜
保
育
所

町
民
福
祉
課

●
申
し
込
み
に
必
要
な
届
出
書

・
平
成

年
度
新
規
に
入
所

23

を
希
望
さ
れ
る
方

…
…
…
…
…
…
入
所
申
請
書

…
…
…
…
…
…
入
所
現
況
届

・
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
継

続
入
所
の
方
…
入
所
現
況
届

●
申
請
に
必
要
な
書
類

・
平
成

年
分
源
泉
徴
収
票

22

な
ど
書
類
が
揃
い
次
第
、
後

日
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

若
桜
保
育
所
緯（

）０
０
１
１

82

町
民
福
祉
課
緯（

）２
２
３
３

82

平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育
所所所所所所所所所所所所所所所所
入入入入入入入入入入入入入入入入

年
度
保
育
所
入
所所所所所所所所所所所所所所所所所

2222222222222222333333333333333323
申申申申申申申申申申申申申申申申
しししししししししししししししし
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みみみみみみみみみみみみみみみみ
のののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案

申
し
込
み
の
ご
案
内内内内内内内内内内内内内内内内内

～

月

日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
～

12

24



平成22年12平成22年12月月 ８

固
定
資
産
税
の
土
地
・

家
屋
の
異
動
届
出
は

お
忘
れ
な
く

緯緯緯
問い合わせ
税務課

（82）2234

緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
土
地
や
家
屋

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成

年
中
に
土
地
の
現
況
地
目
が
変

22わ
っ
た
り
、
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
た

場
合
に
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙
土
地
の
所
有
者
変
更
や
分
筆
な
ど

・
法
務
局
へ
の
移
転
登
記
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
を
さ
れ
な
い
限

り
、
そ
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

煙
住
宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

住
宅
を
取
り
壊
し
た
り
、
空
き
地

な
ど
に
建
物
を
建
て
た
と
き
は
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
土
地

は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
特

例
措
置
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
を
取
り

壊
さ
れ
る
と
こ
の
特
例
措
置
の
軽
減

は
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
誤
っ
て
課

税
や
軽
減
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

煙
土
地
の
現
況
地
目
の
変
更

水
田
か
ら
畑
な
ど
現
況
地
目
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
各
農
家
の
状
況
を

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」
に
よ
り
審
査
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
、
選
挙
人
名
簿
を

作
成
し
ま
す
。

申
請
書
は
、

月
中
旬
に
農
業

12

推
進
連
絡
員
さ
ん
を
通
し
て
配
布

し
ま
す
の
で
、１
月
８
日
ま
で
に
、

農
業
推
進
連
絡
員
さ
ん
を
通
じ
て

農
業
委
員
会
ま
で
ご
提
出
願
い
ま

す
。選

挙
人
名
簿
に
登
載
で
き
る
の

は
、次
の
要
件
を
有
す
る
方
で
す
。

①
平
成

年
１
月
１
日
現
在
で
、

23

若
桜
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成

年
３
月

日
現
在
で
、

23

31

満

歳
以
上
の
方

20

③
農
業
経
営
者
で
、

ア
ー
ル
以

10

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方

④
①
と
同
居
の
家
族
の
方
で
、
年

間

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

60
い
る
方

11月12日に農業委員会を
開催しました

審議事項

・非農地証明 １件

珊

珊

珊

珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

（
①
と
②
の
要
件
を
満
た
し
、③

又
④
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た

す
方
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
こ
の
申
請
者
に
よ
る
申
請

に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
申
請
書
の
提
出
が
な

い
場
合
は
、
た
と
え
実
態
と
し
て

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

に
は
登
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の

請
求
も
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
整
備
を
行
い
ま
す

平平成22年12平成22年12月月９

大臣表彰おめでとうございます
若桜町食生活改善推進員連絡協議会が厚生労働大臣表彰を受賞

若
桜
町
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協

議
会
が
、

月

日
に
岐
阜
県
で
開
催

10

15

さ
れ
た
全
国
食
生
活
改
善
大
会
で
、「
平

成

年
度
栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働

22
大
臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和

年
以
来

年
間
、

57

28

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
生
活
習
慣
病
予

防
を
は
じ
め
、
子
供
た
ち
へ
の
食
育
、

高
齢
者
の
低
栄
養
予
防
の
た
め
の
食
生

活
改
善
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

谷
川
会
長
は
、「
会
員
の
日
ご
ろ
の
活

動
の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
と
て

も
大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
感

激
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
が

健
康
で
楽
し
く
長
生
き
で
き
ま
す
よ

う
、
活
動
に
力
を
そ
そ
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

厚生労働大臣表彰を受ける谷川会長

T O
P

C S
I

地域活性化の秘訣は
まちを元気にする女性塾

若
桜
こ
ま
ち
ー
ず
主
催
に
よ
る

『
地
域
活
性
化
の
秘
訣
』
講
演
会
が

月

日
、
若
桜
町
公
民
館
で
開
催

11

14

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
鳥
取
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の「
ま
ち
を
元
気

に
す
る
女
性
塾
」
委
託
事
業
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

倉
吉
白
壁
土
蔵
群
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
㈱
赤
瓦
取
締
役

の
森
和
美
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、
若
い
人
が
帰
っ
て
来
た
い
、
自

慢
し
た
い
ま
ち
を
作
り
た
い
と
思
わ

れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
地
域
活
性
化
に
必
要
な
心
構
え
を

分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
演
の
あ
と
に
行
わ
れ
た
意
見
交

換
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

地域活性化の秘訣について熱く語る森さん

貴重な意見を町づくりにいかします
第２回自治会長会開催

平
成

年
第
２
回
目
の
自
治
会
長
会
を

22

月

日
に
若
桜
町
公
民
館
で
開
催
し
ま

11

19

し
た
。

今
年
の
国
道
と
県
道
及
び
町
道
の
除
雪

計
画
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
よ
り
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
総
務
課
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
整
備
助
成
や
自
衛
消
防
施
設
整

備
、
交
通
災
害
共
済
制
度
に
つ
い
て
、
企

画
財
政
課
か
ら
若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
な
ど
行
政
課
題
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会
長
さ
ん
か
ら
は
、「
集
落
に
配
備

し
て
い
る
除
雪
機
の
修
理
費
に
補
助
を
お

願
い
し
た
い
」「
消
雪
装
置
が
あ
る
箇
所
で

の
散
水
量
の
調
節
が
う
ま
く
い
っ
て
な
く

歩
行
者
な
ど
が
困
っ
て
い
る
の
で
対
応
を

し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
要
望
や
、
若
桜
鉄

道
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、「
若
桜
鉄
道
が

な
く
な
っ
た
ら
困
る
こ
と
を
町
民
に
P
R

す
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
な
ど
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
町
行

政
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第２回自治会長会
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ふるさとを懐かしく思い、旧交を深める
第６回関西鳥取若桜会親睦交流会

関
西
鳥
取
若
桜
会
（
山
根

行
夫
会
長
）
の
「
第
６
回
親

睦
交
流
会
」が
、
月

日
、

10

24

大
阪
市
の
鳥
取
県
関
西
本

部
交
流
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
交
流
会
に
は
来
賓
や

会
員
の
方
な
ど

名
の
参

40

加
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

下
町
の
田
島
裕
子
さ
ん
の
歌
や
会
員
の
方
に

よ
る
若
桜
小
唄
の
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、故

郷
を
離
れ
関
西
地
方
で
ご
活
躍
の
皆
さ
ま
が

ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
交
流
会
の
最
後
に
は
童
謡「
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
２
年
後
に
元
気
に
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

若桜小唄の踊りを披露する会員

氷ノ山に秋のにぎわい
“わかさ氷ノ山☆オータムフェスタ”開催

わ
か
さ
氷
ノ
山
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ

が
、
氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
の
里
で

月
11

７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

氷
ノ
山
の
自
然
活
用
と
環
境
啓
発
を

テ
ー
マ
に
、
き
の
こ
の
鑑
定
会
や
グ
ル
メ

の
会
を
は
じ
め
、
特
設
会
場
で
は
ド
ッ
グ

ラ
ン
や
犬
の
し
つ
け
指
導
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
、
秋
晴
れ
と
紅
葉
色
づ
く
氷
ノ
山
に

は
、
千
人
を
越
え
る
家
族
連
れ
や
愛
犬
家

の
方
々
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

見
慣
れ
な
い
き
の
こ
の
解
説
を
聞
き
入

る
方
、
秋
の
味
覚
を
堪
能
す
る
方
、
大
自

然
の
中
を
愛
犬
と
一
緒
に
走

り
ま
わ
る
方
な
ど
、
な
か
な

か
普
段
味
わ
え
な
い
体
験
と

秋
の
氷
ノ
山
の
魅
力
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

懐かしい思い出話に花を咲かせる参加者

わんわんサーカスを見入る観客

犬のしつけ指導に参加する愛犬家

平平成22年12平成22年12月月１１

ランニングフェスティバルを部落解放ふれあいまつりと同日の
11月７日、高野周辺で開催しました。天候にも恵まれ、小・中学生
36名が参加のもと、１km、２kmの部で健脚を競いました。

結果（敬称略）

●１㎞の部・男子

優 勝 谷口 吉行（若桜中）
第２位 川戸 絢斗（若桜小）
第３位 中村 俊介（若桜小）
●２㎞の部・男子

優 勝 上川 隼人（若桜中）
第２位 車井 勇太（若桜中）
第３位 山野 航（若桜中）

●１㎞の部・女子

優 勝 谷本捺菜子（若桜小）
第２位 小林 李帆（若桜小）
第３位 平山 咲希（若桜小）
●２㎞の部・女子

優 勝 谷口 紗絵（若桜中）
第２位 小林 優花（若桜小）
第３位 清水 麻衣（若桜中）

ランニングフェスティバル

若桜町ソフトバレーボール大会を10月
31日に町民体育館で開催し、男子７チー
ム、女子５チームが熱戦を繰り広げまし
た。試合結果は次のとおりです。

若桜町
ソフトバレーボール大会

男子優勝赤松Aチーム 女子優勝下町チーム

叙勲受章おめでとうございます
秋の叙勲 瑞宝単光章 山中 幹也さん（新町）

平
成

年
秋
の
叙
勲
で
、
元

22

消
防
団
副
団
長
の
山
中
幹
也
さ

ん
が
永
年
に
わ
た
る
消
防
功
労

が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

山
中
さ
ん
は
、
昭
和

年
４

32

月
に
若
桜
町
消
防
団
に
入
団
さ

れ
、
平
成
３
年
４
月
に
退
団
さ

れ
る
ま
で
の

年
間（
う
ち
分
団

34

長
８
年
、
副
団
長
５
年
）、
団
員

の
指
導
育
成
や
町
民
の
防
火
思

想
の
普
及
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
は
、
山
中
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
町
の
大

き
な
誇
り
で
す
。
今
後
も
若
桜

町
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

秋の味覚大人気
道の駅若桜（桜ん坊）

道
の
駅
若
桜
（
桜
ん
坊
）「
秋
の

大
収
穫
祭
若
桜
市
」
が
、

月
６

1１

日
・
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
で
栽
培
さ
れ
た
秋
採
り

野
菜
や
お
や
き
、地
元
の
特
産
品
・

加
工
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
若
桜
駅
構
内
で
は
、

ト
ロ
ッ
コ
列
車
乗
車
体
験
も
行
わ

れ
、
立
ち
寄
っ
た
観
光
客
や
住
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
鳥
取
県
地
元
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
「
ク
イ
ン
ビ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
初
め
て
、
W
A
K
A

級
グ
ル
メ
G
P
（
若
桜
町
版
グ
ル

メ
グ
ラ
ン
プ
リ
）
も
開
催
さ
れ
、

町
内
の
企
業
・
団
体
約

の
出
店

10

者
が
、
太
巻
き
ず
し
や
肉
巻
き
お

に
ぎ
り
、
元
祖
さ
ば
天
う
ど
ん
、

手
打
ち
そ
ば
な
ど
を
販
売
し
、
テ

ン
ト
前
に
長
い
列
が
出
来
る
ほ
ど

大
人
気
で
し
た
。

長い列が出来るテント前

生演奏を演奏するクインビー・ジャズ・オーケストラ

瑞宝単光章を受章された山中さん
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国
道
４
８
２
号
の
整
備

促
進
を
要
望

国
道
４
８
２
号
の
茗
荷
谷
バ

イ
パ
ス
は
、
総
事
業
費

億
で

80

計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
平
成

年
度
に
完
成
し
供
用

23

開
始
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
最
後
の
ト
ン
ネ

ル
の
工
事
に
着
手
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
茗
荷
谷
か
ら

米
集
落
ま
で
の
道
路
が
狭
い

た
め
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、

去
る

月

日
に
は
古
賀
県
土

10

29

整
備
部
長
、

月
５
日
に
は
藤

11

井
副
知
事
に
も
整
備
促
進
を
要

望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
古
賀
県

土
整
備
部
長
に
は
、

月
４
日

11

現
地
を
見
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
こ
の
国
道
４
８
２

号
は
県
境
か
ら
兵
庫
県
香
美
町

の
秋
岡
ま
で
６
・
５
㎞
が
未
整

備
で
防
災
工
事
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
お

り
、
早
期
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
去
る

月

日
香
美
町
の

11

17

長
瀬
町
長
、
吉
田
議
長
、
若
桜

町
で
は
私
と
藤
原
副
議
長
、
志

水
課
長
と
で
協
議
し「
香
美
町
、

若
桜
町
国
道
４
８
２
号
改
良
を

進
め
る
会
」
を
設
立
し
て
、
双

方
の
要
望
活
動
を
強
力
に
す
る

こ
と
に
な
り
、

月
下
旬
に
設

12

立
総
会
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
鳥
取
県
だ
け

の
こ
と
を
考
え
事
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
会
が

出
来
ま
す
と
お
互
い
に
鳥
取

県
、
兵
庫
県
と
話
し
合
い
を
進

め
て
、
整
備
す
る
こ
と
が
容
易

と
な
り
ま
す
。

鳥
取
県
の
方
も
公
共
事
業
な

ど
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー

場
も
あ
り
ま
す
し
整
備
さ
れ
れ

ば
、
但
馬
地
方
と
の
交
流
も
盛

ん
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、

粘
り
強
い
運
動
を
展
開
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

韓
国
の
登
山
者
を

氷
ノ
山
誘
致
す
る
運
動
を

去
る

月
７
日
か
ら
９
日
ま

11

で
韓
国
の
平
昌
郡
か
ら
李
錫
來

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

イ
ソ
ン
レ

郡
守
、
張
文
赫
副
議
長
の
一
行

ジ
ャ
ン
ム
ン
ヒ
ョ
ク

７
名
が
来
町
さ
れ
、
お
互
い
の

友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
私
た
ち
も
今
後
町
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
交
流

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。実

は
す
で
に
、
こ
の

月
10

15

日
は
、
韓
国
か
ら
氷
ノ
山
登
山

に

人
の
団
体
が
入
っ
て
ま
い

30
り
ま
し
た
し
、

月
３
日
に
は

12

韓
国
の
旅
行
業
者
と
報
道
機
関

な
ど
の
方

名
が
、
氷
ノ
山
登

30

山
な
ど
の
下
見
に
氷
ノ
山
を
訪

問
さ
れ
ま
す
。
去
る

月

日

11

19

に
は
下
見
の
事
前
調
査
と
し
て

韓
国
旅
行
業
者
の
方
２
名
が
、

氷
太
く
ん
を
訪
問
さ
れ
キ
ャ
ン

プ
場
、
氷
太
く
ん
、
響
の
森
な

ど
の
施
設
を
見
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す

る
良
い
機
会
と
思
い
早
速
氷
太

く
ん
で
旅
行
業
者
の
方
に
会

い
、
熱
い
思
い
で
若
桜
町
の
宣
伝

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旅
行
業
者
の
皆
さ
ま
は
、
氷

ノ
山
に
対
し
て
非
常
に
よ
い
感

触
で
あ
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
で

は
、
今
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客

は
西
部
地
域
が
主
で
は
あ
り
ま

す
が
、
東
部
の
市
町
と
も
連
携

し
て
何
と
か
東

部
地
域
に
も
目

を
向
け
て
い
た

だ
こ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

元
気
の
出
る
村
づ
く
り

講
座
で
想
う

第
２
回
目
の
元
気
の
出
る
村

づ
く
り
講
座
が
、

月

日
に

11

19

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講

師
は
、
河
原
の
国
英
地
区
の
竹

内
宗
宏
公
民
館
長
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、
国
英
地
区
で
の
村

づ
く
り
の
実
践
事
例
を
交
え
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受

講
者
は

人
く
ら
い
で
あ
り
ま

40

し
た
が
、
今
、
住
民
と
の
間
に

は
、
税
金
を
払
う
人
、
行
政
は

サ
ー
ビ
ス
す
る
人
・
・
・
こ
ん

な
意
見
が
多
い
・
・
・
従
っ
て

す
べ
て
行
政
の
責
任
、
町
長
が

悪
い
、
議
員
が
悪
い
、
こ
ん
な

話
ば
か
り
出
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
本

気
で
考
え
な
い
と
町
づ
く
り
は

出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
に

か
く
他
人
の
せ
い
に
す
る
く
せ

が
人
間
に
は
多
す
ぎ
る
。
今
住

ん
で
い
る
若
桜
町
の
中
で
、
私

た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
第
２

回
目
の
元
気
の
出
る
村
づ
く
り

講
座
で
し
た
。次
回
の
講
座
に
参

加
す
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

改良された国道482号の茗荷谷バイパス
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様
々
な
調
査
で
朝
食
と
学
力
の
相
関

関
係
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
朝
食
の
内
容
も
大
切

で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
朝
食
を

食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
子
ど
も
の
脳
の
発

達
か
ら
も
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

（
鳥
取
県
教
育
委
員
会
学
力
調
査
結
果
よ
り
）

朝
、
調
理
す
る
の
は
た
い
へ
ん
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
工
夫

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
食

を
し
っ
か
り
食
べ
る
た
め
の
時
間
の

確
保
も
大
切
で
す
ね
。

点
検
！
我
が
家
の
朝
食

顕

原

鹸

厳

験験験

験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

＜２～３歳まで＞

人間の脳は、２～３歳ごろには神経細胞の分裂増殖を終え、1,500グラムほどまで成長

して、成人並みの大きさになります。

＜５～12歳まで＞

大きくなった脳に、シナプス（神経同士が連絡する部分）をはじめとする各部分が形成

されていくのは、５～12歳とされます。したがって12歳までの栄養は、体だけでなく脳を育てるために

も大切なのです。

脳は通常、エネルギー源としてブドウ糖を利用しています。そしてブドウ糖を脳に運んで脳の温度を上げ

るには、良質のタンパク質が必要です。ですから、栄養バランスの取れた朝食を作りましょう。

脳が急速に発達する６歳の時期までの脳は、おとな以上にブドウ糖の供給を必要としているので、充

分に糖質を食べさせてください。ブドウ糖の摂取源のメインは、ご飯などに含まれるデンプンです。

「ＴＥＲＵＭＯホームページ（監修者：中川八郎【大阪大学名誉教授・医学博士】）より」

軽

鶏

頚

芸

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊
荊

実
施
し
て
い
る
学
校
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
当
た
り
前
に
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
っ
て

歯
磨
き
が
出
来
る
若
桜
中
の
生
徒
は
す
ば
ら
し

い
で
す
。

歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
校
医
さ

ん
の
協
力
も
大
き
な
「
力
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
歯
科
医
の
中
尾
先
生
に
は
定
期
健
診
の
他

に
、
秋
に
、「
第
２
回
歯
科
検
診
」
と
し
て
、
未

治
療
の
生
徒
、
歯
肉
炎
の
あ
る
生
徒
な
ど
を
再

検
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
年

生
に
、
歯
の
染
め
出
し
を
実
施
し
、
正
し
い
歯

の
磨
き
方
の
指
導
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
通
じ
て
歯
の
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
も

高
ま
り
、
う
歯
な
し
や
治
療
率
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

常
に
自
分
の
歯
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
な
キ

ラ
キ
ラ
し
た
歯
を
持
ち
続
け
る
若
桜
っ
子
で
い

て
ほ
し
い
で
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
若
桜
中
学
校
の
近
年
の
歯

科
検
診
結
果
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
全
生
徒
の

％
は
「
う
歯
（
む
し
歯
）

65

な
し
」
で
あ
り
、
八
頭
郡
の
平
均
と
比
べ
て

も
良
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
良
い
歯
磨
き
の
習
慣
が
つ

い
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
食
べ

た
ら
磨
く
」
と
い
う
当
た
り

前
の
こ
と
が
、
幼
児
期
か
ら

今
ま
で
き
ち
ん
と
な
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
に
は
家
庭
・
地
域

の
力
が
不
可
欠
で
、
そ
う
い

う
面
で
も
若
桜
の
子
ど
も

は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
学
校
の
給
食
後
は
、
手

洗
い
場
に
多
数
の
生
徒
が

集
ま
っ
て
歯
を
磨
き
ま
す
。

給
食
後
の
歯
磨
き
は
、
小
学

校
で
は
ど
の
学
校
も
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
で

若桜中学若桜中学校校

保健室よ保健室よりり

「
う
歯
な
し
」

％
65

56

校医による歯みがき指導

歯科検診結果年次推移
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町
民
の
文
化
発
表
の
場
と
し
て
、

月

・

日
の
両
日

10

23

24

に
若
桜
町
民
文
化
祭
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
・
一
般
町
民
の
方
合
わ
せ
て

組
の
作
品
展
示
と

組
の
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
芸
能
発
表

20

10

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

充
実
し
た
楽
し
い
文
化
祭
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
公
民
館
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
加
入
し
、
町

民
文
化
祭
参
加
を
目
指
し
、
作
品
づ
く
り
、
芸
能
活
動
を
始

め
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
新
し
い
サ
ー
ク
ル
を
作
り
た
い

方
は
公
民
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

年
に
一
度
の
発
表
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

第第第
２
回
若
桜
町
民
文
化

２
回
若
桜
町
民
文
化
祭祭
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老
い
ら
く
の
恋
も
男
の
甲
斐
性
か
な

中
島

寿
道

悔
し
い
が
神
に
は
勝
て
る
気
が
し
な
い

竹
口

清
信

惚
れ
た
の
は
み
ん
な
男
の
あ
る
女

藤
原

鬼
桜

大
空
に
夢
を
描
け
ば
変
わ
る
明
日

岡
崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

一
族
の
寄
り
添
ふ
如
し
彼
岸
花

西
尾

青
雨

木
犀
の
香
り
く
ぐ
り
て
路
地
の
風

中
村

節
枝

天
高
し
う
っ
ち
ゃ
り
決
め
し
豆
力
士

山
根

里
江

小
包
の
ど
っ
し
り
重
し
敬
老
日

坂
口

仲
子

姉
の
忌
や
熟
れ
て
石
榴
の
陽
を
弾
く

谷
口

裕
子

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

熟
し
柿
皿
に
盛
り
上
げ
村
は
老
ゆ

山
本

小
品

気
心
の
合
ふ
友
あ
り
て
茸
飯

岡
田
よ
し
子

花
嫁
を
祝
ふ
神
鼓
や
神
在
月

田
島

富
子

秋
の
冷
え
膝
が
痛
み
を
訴
へ
る

谷
口

裕
子

思
ひ
出
の
ア
ル
バ
ム
整
理
冬
う
ら
ら

盛
田

紘
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

進
歩
す
る
日
々
に
置
き
去
り
さ
れ
た
ま
ま

植
田
み
の
る

あ
り
が
と
う
言
え
る
幸
せ
噛
み
し
め
る

車
井

信
恵

誕
生
日
何
事
も
な
く
陽
が
沈
む

門
村

千
代

酔
い
し
れ
て
秋
と
心
中
し
て
し
ま
い

蔵
本

悦
子

男
だ
っ
て
泣
き
た
い
時
は
泣
け
ば
よ
い

中
田

房
江

残
さ
れ
て
独
り
暮
ら
し
の
荷
が
重
い

茗
荷

き
み

太
っ
腹
の
男
に
ア
リ
が
群
れ
た
が
る

盛
田

夢
路

悔
し
い
が
メ
カ
に
は
弱
い
老
い
の
坂

石
岡
せ
つ
子

男
ら
し
い
人
に
女
は
魅
か
れ
ま
す

西
谷

幸
子

お
見
事
だ
奇
岩
の
醸
す
ジ
オ
パ
ー
ク

土
岐

昌
子

男
ど
も
よ
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝

谷
口

史
子

こ
の
星
を
生
か
す
殺
す
も
人
の
知
恵

永
原

昌
鼓

分
か
れ
道
こ
こ
が
思
案
の
し
ど
こ
ろ
だ

藤
原
美
智
恵

男
気
を
出
し
て
損
す
る
見
栄
っ
張

盛
田

康
秋

郷

土

文

芸

年
末
・
年
始
の
休
館
日
に
つ
い
て

月

日（
木
）～
１
月
４
日（
火
）ま
で
若

12

30

桜
町
公
民
館
・
中
原
分
館
は
休
館
日
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

８
２
・
２
３
０
６

２
０
１
０
・

月
号

12

Ｎ
Ｏ
・
72

わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時

分
～

時

分

10

30

18

30

12

00

20

00

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

11

40

12

30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

10

40

11

30

９
日
・
日（
木
）

23時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

４
日
・
日（
土
）

18時

分
～

時

分

11

40

12

30

９
日
・
日（
木
）

23時

分
～

時

分

17

40

18

30

月
の
予
定

12

あっという間の１年だったような気がします。

残すは、あと1ヶ月！風邪をひかないためにも、温

水プールで体力づくりに励んでみませんか？小

さいお子さんから、ご年配まで楽しんで参加で

きる教室をご用意しております。初めての人で

も気軽に参加できますよ！

詳しくは、温水プールまでお問

い合わせください。

そして201１年を更に良い年にしましょう

新 着 図 書 2010．10．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

坪内 忠太・脳にウケるおもしろ雑学笹本 稜平・白日夢

塩野 七生・生き方の演習桐野 夏生・優しいおとな

谷川 彰英・知らなかった！都道府県名の由来山田 悠介・キリン

和仁 達也・お金に好かれる人嫌われる人北川 悦吏子・お母さんの最後の一日

大津 秀一・死ぬとき人はどうなる10の質問大栗 丹後・おんなたちの城

やました ひでこ・新・片づけ術断捨離今野 敏・烈日

飯島 奈美・あしたのお弁当深町 秋生・ダブル

主婦の友社・日本紅葉の名所100選中山 七里・おやすみラフマニノフ

≪ ヤングアダルト ≫鳥羽 亮・うらみ橋

ジェリー スピネッリ・Ｅｇｇｓ山本 一力・ほかげ橋夕景

あさの あつこ・13歳のシーズン逢坂 剛・暗殺者の森

≪ 児 童 書 ≫柴田 よしき・輝跡

松原 秀行・パスワードドードー鳥の罠佐藤 雅美・御当家七代お祟り申す

柏葉 幸子・つづきの図書館安東 能明・潜行捜査

矢玉 四郎・はれときどきあまのじゃく北方 謙三・抱影

安房 直子・ひぐれのラッパ夏川 草介・神様のカルテ ２

富安 陽子・とどろヶ淵のメッケ西村 京太郎・十津川警部君は、あのＳＬを見たか

重松 清・さすらい猫ノアの伝説馳 星周・エウスカディ（上・下）

≪ 絵 本 ≫田辺 聖子・夜あけのさよなら

なかや みわ・どんぐりむらのぼうしやさん伊坂 幸太郎・マリアビートル

あまん きみこ・うさぎがそらをなめました湊 かなえ・往復書簡

≪ 郷 土 ≫大崎 梢・背表紙は歌う

田中 一男・轟け鉄輪岸本 葉子・できれば機嫌よく生きたい

古代出雲王国研究会・山陰の古事記謎解き旅ガイド大平 光代・陽だまりの時間

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

年末年始の営業予定
12月29日閣通常営業
12月30日
12月31日
１月１日
１月２日
１月３日
１月４日
１月５日閣通常営業

2011年もよろしくお願いします

休館日

券
献
献
犬
献
献
鹸
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高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者
とととととととととととととと

高
齢
者
と
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬

「
症
状
が
な
い
の
で
医
師
に
相
談
せ
ず

に
薬
を
や
め
た
」
と
か
「
薬
を
飲
み
忘
れ

た
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
を
良
く
聞
き
ま

す
。
高
齢
に
な
る
と
薬
を
分
解
・
解
毒
す

る
肝
臓
の
能
力
や
、
腎
臓
か
ら
排
泄
す
る

能
力
が
弱
っ
て
く
る
た
め
副
作
用
が
起
こ

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

薬
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

１
、
医
師
、薬
剤
師
の
指
示
を
守
る

医
師
や
薬
剤
師
の
指
示
を
守
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
で
す
。
勝
手
に
や
め
た
り
人

に
あ
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
薬
を
飲

ん
で
具
合
が
悪
い
場
合
や
、
飲
み
忘
れ
た

場
合
の
対
処
方
法
も
相
談
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
飲
み
忘
れ
な
い
た
め
に
、
お
薬

入
れ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
う
の
も
良
い
方
法

で
す
。

２
、「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を
持
つ

か
か
り
つ
け
薬
局
で
は
、
２
カ
所
以
上

の
医
院
か
ら
薬
が
処
方
さ
れ
た
時
の

チ
ェ
ッ
ク
、
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
副
作
用

な
ど
の
説
明
を
し
ま
す
。
何
で
も
よ
い
の

で
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
飲
ん
で
い
る
薬
を
知
ろ
う

薬
の
処
方
が
重
複
し
な
い
た
め
に
も

「
お
薬
手
帳
」
や
「
健
康
手
帳
」
を
活
用

し
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
図
１
）

４
、
正
し
く
服
薬
し
よ
う

服
薬
時
間
・
・
・
食
前
は
食
事
の

分
30

前
、
食
後
は
食
事
の

分
後
、
食
間
は
食

30

事
の
２
時
間
か
ら
２
時
間
半
後
に
飲
み
ま

す
。病

院
か
ら
出
て
い
る
薬
は
あ
な
た
だ
け

の
大
事
な
物
で
す
。
薬
と
上
手
に
つ
き
あ

い
健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

介
護
の
悩
み
や
心
配
ご
と
、
健
康
や
福

祉
、医
療
に
関
す
る

相
談
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
緯
（

）
82

２
２
０
９
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季

節
が
近
づ
く
と
「
雪
が
多
く
て
大
変

で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
氷
ノ

山
に
降
る
雪
は
、
量
だ
け
で
な
く
、

質
に
も
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

氷
ノ
山
の
雪
は
、
ふ
わ
ふ
わ
の
乾

い
た
雪
で
す
。
触
る
ま
で
「
そ
ん
な

に
平
地
の
雪
と
違
う
の
か
な
ぁ
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ふ
わ
ふ

わ
っ
ぷ
り
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
温
度
が
零
下
で
水
を
含
ん
で

い
な
い
乾
雪
の
た
め
、
触
っ
て
も
手
が

濡
れ
な
い
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

ふ
わ
ふ
わ
の
と
き
は
、
ま
だ
締

ま
っ
て
い
な
い
状
態
な
の
で
、
ひ
と

た
び
足
を
踏
み
入
れ
た
ら
、
ず
ん
ず

ん
足
が
沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。「
体
重

で
多
少
沈
む
だ
ろ
う
け
ど
、
い
く
ら

か
で
止
ま
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
ら

大
間
違
い
。
ふ
わ
ふ
わ
分
は
遠
慮
な

く
沈
ん
で
い
き
ま
す
。
昨
年
こ
の
ふ

厭ふわふわ雪

わ
ふ
わ
雪
の
中
で
し
り
も
ち
を
つ
い

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
全
身
ふ
わ

ふ
わ
で
気
持
ち
い
い
･
･
･
と
思
っ

た
の
も
束
の
間
、
立
ち
上
が
ろ
う
に

も
つ
い
た
手
が
ど
ん
ど
ん
沈
ん
で
い

き
、
自
力
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
足
に

は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
い
た
の

で
、
あ
る
程
度
で
沈
ま
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
ア
イ
テ
ム
を

付
け
て
い
な
い
手
は
、
支
え
よ
う
と

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
沈
み
、
最
終
的
に

は
足
よ
り
も
下
ま
で
沈
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
す
。
ふ
わ
ふ
わ
雪
が
、
気
持

ち
い
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
危
な
さ
も

あ
る
と
分
か
っ
た
出
来
事
で
し
た
。

氷
ノ
山
に
本
格
的
に
雪
が
降
る
の

は
年
明
け
で
す
が
、
今
年
の
雪
は
ど

ん
な
具
合
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ふ
わ

ふ
わ
っ
ぷ
り
を
体
験
し
に
、
ぜ
ひ
氷

ノ
山
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

響
の
森

自
然
解
説
専
門
員

木
村
歩

「お薬手帳」・「健康手帳」を活用しましょう

（図１）

ずんずん沈みます…
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～～第23回若桜町部落解放ふれあいまつり開催～第23回若桜町部落解放ふれあいまつり開催～～

町民みんなに人権の輪が広がる！
11月６日・７日の２日間第23回若桜町部落解放ふれあいまつりを高野隣保館を主
会場に開催しました。
前夜祭では、人権問題映画「ゆずり葉」を若桜町公民館で上映しました。
２日間とも天候にも恵まれ、多数の方々にご参加いただきました。また、このまつりの運営に小・中学校の
保護者の方々をはじめ、先生、自治会など、多くの方々のご協力をいただきました。

今月の言葉 のびろよのびろ 子どもたち みんな同じ地球の子
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煙
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自
分
を
喜
ば
す
こ
と
を
考
え
、

し
て
あ
げ
る

自
分
が
幸
せ
に
な
れ
る
計
画

を
し
、
実
践
す
る

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
、夢
、

幸
せ
に
し
た
い
人
を
探
し
て
あ

げ
る自

分
の
夢
や
目
標
へ
の
努
力

を
愉
し
め
る
よ
う
に
す
る

人
を
愛
せ
る
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
自
分
を

育
て
て
い
く

時
に
は
、「
自
分
を
幸
せ
に
し
て

あ
げ
よ
う
」
と

一
生
懸
命
に
自
分
の
幸
せ
を

考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

「自分を幸せに
してあげよう」


